
様式Ⅴ－１ 

公共工事等における新技術活用システム 
事後評価結果通知書 

 
国部整施企第１１７号 

令和４年１月２７日 

       

  株式会社高洋商会 殿 

 

国土交通省 
中部地方整備局長 堀田 治 

                                  （公印省略） 

 

 

 新技術活用評価会議における評価の結果を様式Ⅴ-５のとおり通知します。なお、評価

結果については NETIS に掲載します。 

 

 

記 

 

 

１．技術名称： 自由設計可能な透明型枠「透(クリアー)フォーム」 

２．ＮＥＴＩＳ登録番号： KK-190028-A  

３．評価結果：様式Ⅴ-５のとおり 

４．継続調査等の必要性について：継続調査等を必要としない 

５．その他：この結果に基づき、当該技術の NETIS 登録番号・情報種別記号は「-VE」

に変更され、掲載期限が当初に NETIS 登録した翌年度の 4 月 1 日から起算して 10

年を経過した日まで延長されます。 

また、今後の活用効果調査、事後評価は実施されません 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

異議申し立てについて 

 上記について異議がある場合は、事後評価結果を通知した日の翌日から起算して 10 日

以内に整備局長あてに異議理由を明示した書面を提出することにより、異議申し立てを行

うことができます。 

                    （提出先） 

                       国土交通省中部地方整備局 

                       新技術活用評価会議事務局 

改訂日 H26.8.4 



様式Ⅴ-5　　

活用効果評価結果
令和3年度 中部地方整備局 ／ 新技術活用評価会議

【優れていた所】

1 （従来技術　： )

2 （従来技術　： )

3 （従来技術　： )

4 （従来技術　： )

5 （従来技術　： )

6 （従来技術　： )

7 （従来技術　： )

8 （従来技術　： )

9 （従来技術　： )

10 （従来技術　： )

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

R2 R2 R2 R2 R2 R2 R2 R2 R2 R2

D D D D C D D D C D

C C C C C C - C C -

A B B B A A B B B B

- C C C - B B C - -

D D B B B C - B C B

B C B C - C - B - -

C C C C B C C C C C

 従来技術より極めて優れる
 従来技術より優れる
 従来技術と同等
 従来技術より劣る

30%

なし

木製型枠

木製型枠

KK-190028-VE

橋梁下部工事

橋梁下部工事

砂防堰堤工事

木製型枠

施工者選定型（契約後提案）

木製型枠

施工者選定型（契約後提案）

製品 有用な技術の位置づけ

場合によっては活用
することもある

技術の改良を強く望む
各項目における判定

A

0%

施工者選定型（総合評価技術提案）

施工者選定型（総合評価技術提案）

施工者選定型（総合評価技術提案）

B
C

今後、当該技術を活用
出来る工事に活用した

いか

今後も是非活用したい 活用を検討したい

追跡調査の必要性 不要

D
50% 20%

活用効果調査
結果

桟橋上部工事

追跡調査 ―

安全性 C C

品質・
出来形

B C

総合評価点 C

施工性 C

施
工
時
評
価

環境 C C

その他

工程

C

C C

項目の
平均(点）

従来技術
(従来工法)

（点）

経済性 D C

所見

次回以降の評価に対
する視点と評価の必要
性

活用調査及び活用効果評価を継続する技術としての選定要件にあてはまらないため継続
調査は実施しない。
よって、情報種別記号「－ＶＥ」とする。

留意事項

・該当なし

跨道橋下部工事

橋梁下部工事

用水路工事

活用効果調査表にお
ける改良点及び要望

・該当なし

対象工事

木製型枠 施工者選定型（契約後提案）

木製型枠 施工者選定型（契約後提案）

木製型枠

樋管新設工事

施工者選定型（契約後提案）

木製型枠

透明型枠のためコンクリートの打設状況が目視確認できることからコンクリートの打設管理が容易となり品質の向上が図られる。

施工者選定型（契約後提案）

区分

道路改良工事

施工者選定型（契約後提案）

木製型枠

木製型枠

新技術名

比較する従来技術（従来工法）

活用効果評価

新技術の概要及び特徴

N
E
T
I
S
情
報

耐久性の向上、品質の向上

コンクリート工 － コンクリート工 － 型枠工 － 一般型枠工

自由設計可能な透明型枠「透(クリアー)フォーム」

木製型枠 

開発目標

新技術登録番号

分類

本技術は、R部やハンチ等、複雑な形状に対応するコンクリート型枠を透明アクリルに変えた型枠の技術であり、従来は木製型枠であっ
た。本技術の活用により、コンクリートの品質向上、施工性の向上が期待できる。

項目の平均（点）と従来技術（従来工法）（点）の比較

用水路工事

経済性

工程

品質・

出来形

安全性

施工性

環境

従来技術（従来工法）
新技術

ケース番号
および年度

項目

A

B

C

D

公開版

参考

参考
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